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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の端末装置がネットワーク接続されてなる会議支援システムにおいて、複数の端末
装置の間で送受信される、会議資料への書き込みのデータを中継する中継装置であって、
　前記データを端末装置から受信する受信手段と、
　前記データの送信先となる端末装置以外の端末装置から受信したデータをマージしてマ
ージ画像を作成する合成手段と、
　前記マージ画像を前記送信先となる端末装置へ送信する送信手段と、を備える
ことを特徴とする中継装置。
【請求項２】
　会議資料を表示する会議資料データを記録する記録手段を備え、
　前記送信手段は、前記合成手段にて作成したマージ画像と共に会議資料データを送信す
る
ことを特徴とする請求項１に記載の中継装置。
【請求項３】
　前記合成手段にて作成したマージ画像と、会議資料データとを合成して印刷する印刷手
段を備える
ことを特徴とする請求項１に記載の中継装置。
【請求項４】
　複数の端末装置と、会議資料への書き込みのデータであって、複数の端末装置の間で送
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受信されるデータを中継する中継装置とを含む会議支援システムであって、
　端末装置は、それぞれ、
　ユーザから前記データを受け付ける受付手段と、
　中継装置から前記データを受信する端末側受信手段と、
　受付手段にて受け付けた前記データである自データと、受信手段にて受信した前記デー
タである他データとを合成して合成データを生成する端末側合成手段と、
　前記合成データを表示する表示手段と、
　ユーザから送信指示を受け付けると、自データを他の端末装置へ送信する端末側送信手
段と、を備え、
　前記端末側合成手段は、受信した最新の前記他データのみを合成し、
　中継装置は、
　前記端末装置から前記データを受信する受信手段と、
　前記データの送信先となる端末装置以外の端末装置から受信した前記データをマージし
てマージ画像を作成する合成手段と、
　前記マージ画像を前記送信先となる端末装置へ送信する送信手段と、を備える
ことを特徴とする会議支援システム。
【請求項５】
　前記表示手段は、前記自データのうち、前記端末側送信手段にて既に送信した部分と、
未だ送信していない部分とを相異なる態様で表示する
ことを特徴とする請求項４に記載の会議支援システム。
【請求項６】
　前記端末側合成手段は、前記自データ並びに前記他データに加えて、更に、会議資料を
表示する会議資料データも併せて合成し、
　前記受付手段は、前記表示手段の表示面上に配設されたタッチパネルにて、前記データ
を受け付ける
ことを特徴とする請求項４に記載の会議支援システム。
【請求項７】
　前記端末側送信手段は、前記自データを圧縮して他の端末装置へ送信する
ことを特徴とする請求項４に記載の会議支援システム。
【請求項８】
　複数の端末装置がネットワーク接続されてなる会議支援システムにおいて、複数の端末
装置の間で送受信される、会議資料への書き込みのデータを中継する中継装置が実行する
プログラムであって、
　前記データを端末装置から受信する受信ステップと、
　前記データの送信先となる端末装置以外の端末装置から受信した前記データをマージし
てマージ画像を作成する合成ステップと、
　前記マージ画像を前記送信先となる端末装置へ送信する送信ステップと、を含む
ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、中継装置、会議支援システム及びプログラムに関し、特に、会議
の出席者の間で会議資料に対するメモを交換する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、会議や打合せ等、何人かで面と向かって相談する場合、特に話が込み入ってくる
と、手元の資料に書き込んだメモを見せ合いながら話を進めることがしばしば行われる。
そのような例は、地図を見ながら目的地への経路を検討する場合や、図面を参照しながら
機械設計を行う場合など枚挙にいとまがない。
　近年、広く普及しているテレビ会議システムに対しても、そのような要請があることに
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変わりはなく、メモを見せ合いながら会議を進めることができるのが望ましい。このため
、例えば、複数の拠点の間でテレビ会議を催す際に、個々の拠点で入力されたメモデータ
をそれぞれ他の拠点へ送信する技術が開発されている。
【０００３】
　しかしながら、メモの中には他の出席者に見せる必要のないものもあるので、すべての
メモデータが他の拠点へ送信されてしまっては困る場合もある。
　このため、メモを入力する際にローカル描画モードが設定されていたら、メモデータの
他の拠点への送信を禁止する技術が提案されている（特許文献１を参照）。このようにす
れば、手許の端末にすべてのメモを表示しながら、必要なメモだけを他の拠点へ送信する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平６－１６５１７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ローカル描画モードで入力されたメモであっても後から他の拠点へ送信
する必要が生じることが有り得る。また、逆に、一旦送信したメモを後から取り消したい
場合もあるが、このような操作は上記の従来技術によってはできない。
　本発明は、上述のような問題に鑑みて為されたものであって、メモの記入後にその送信
を指示したり、一旦送信したメモを取り消したりして、メモの書き損じを解消することが
できる端末装置、中継装置、会議支援システム及びプログラムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る中継装置は、複数の端末装置がネットワーク接
続されてなる会議支援システムにおいて、複数の端末装置の間で送受信される、会議資料
への書き込みのデータを中継する中継装置であって、前記データを端末装置から受信する
受信手段と、前記データの送信先となる端末装置以外の端末装置から受信したデータをマ
ージしてマージ画像を作成する合成手段と、前記マージ画像を前記送信先となる端末装置
へ送信する送信手段と、を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　この場合において、会議資料を表示する会議資料データを記録する記録手段を備え、前
記送信手段は、前記合成手段にて作成したマージ画像と共に会議資料データを送信すれば
、端末装置からのメモ（データ）と会議資料データとを対応付けて端末装置に表示させる
ことができる。
　また、前記合成手段にて作成したマージ画像と、会議資料データとを合成して印刷する
印刷手段を備えれば、メモを追加した会議資料を議事録として印刷出力して、会議の出席
者に配布する等できる。
【０００８】
　また、本発明に係る会議支援システムは、複数の端末装置と、会議資料への書き込みの
データであって、複数の端末装置の間で送受信されるデータを中継する中継装置とを含む
会議支援システムであって、端末装置は、それぞれ、ユーザから前記データを受け付ける
受付手段と、中継装置から前記データを受信する端末側受信手段と、受付手段にて受け付
けた前記データである自データと、受信手段にて受信した前記データである他データとを
合成して合成データを生成する端末側合成手段と、前記合成データを表示する表示手段と
、ユーザから送信指示を受け付けると、自データを他の端末装置へ送信する端末側送信手
段と、を備え、前記端末側合成手段は、受信した最新の前記他データのみを合成し、中継



(4) JP 5487695 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

装置は、前記端末装置から前記データを受信する受信手段と、前記データの送信先となる
端末装置以外の端末装置から受信した前記データをマージしてマージ画像を作成する合成
手段と、前記マージ画像を前記送信先となる端末装置へ送信する送信手段と、を備えるこ
とを特徴とする。
【０００９】
　このようにすれば、メモの記入後にその送信を指示したり、一旦送信したメモを取り消
したりすることができ、かつ、端末装置の処理負荷を低減することができる。
　この場合において、前記表示手段が、前記自データのうち、前記端末側送信手段にて既
に送信した部分と、未だ送信していない部分とを相異なる態様で表示すれば、既送信部分
と未送信部分とを明確に区別することができる。
【００１０】
　また、前記端末側合成手段は、前記自データ並びに前記他データに加えて、更に、会議
資料を表示する会議資料データも併せて合成し、前記受付手段は、前記表示手段の表示面
上に配設されたタッチパネルにて、前記データを受け付けることを特徴とする。
【００１１】
　また、前記端末側送信手段が、前記自データを圧縮して他の端末装置へ送信すれば、ネ
ットワークの負荷を低減して、円滑な通信を実現することができる。
【００１３】
　また、本発明に係るプログラムは、複数の端末装置がネットワーク接続されてなる会議
支援システムにおいて、複数の端末装置の間で送受信される、会議資料への書き込みのデ
ータを中継する中継装置が実行するプログラムであって、前記データを端末装置から受信
する受信ステップと、前記データの送信先となる端末装置以外の端末装置から受信した前
記データをマージしてマージ画像を作成する合成ステップと、前記マージ画像を前記送信
先となる端末装置へ送信する送信ステップと、を含むことを特徴とする。
【００１４】
　このようなプログラムを用いることによっても、上記と同様の効果を得ることができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態に係る会議支援システムの主要な構成を示す図である。
【図２】ＭＦＰ１００のハードウェア構成を示す図である。
【図３】ＭＦＰ１００の主要な機能構成を示すブロック図である。
【図４】画像管理テーブル３１０のデータ構造を示す図である。
【図５】レイヤ画像マージ部３０５が元画像データ３１１とクライアント画像データ３１
２とから生成するマージ画像を例示する図である。
【図６】ＰＣ１１０のハードウェア構成を示す図である。
【図７】ＰＣ１１０の主要な機能構成を示すブロック図である。
【図８】ＭＦＰ１００の動作を示すフローチャートである。
【図９】画像データ記録処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１０】ＭＦＰ１００とＰＣ１１０～１１３の間で画像データを送受信する際のデータ
構造を示す図である。
【図１１】画像データ配信処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１２】画像データ印刷処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１３】ＰＣ１１０の主要な動作を示すフローチャートである。
【図１４】画像データ受信処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１５】タッチ入力処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１６】ＰＣ１１０の液晶ディスプレイ６１３の表示画面を示す図である。
【図１７】送信モード切替処理の詳細を示すフローチャートである。
【図１８】送信モード毎の液晶ディスプレイ６１３の表示を示す図であって、（ａ）は一
括モードにおける表示を示し、（ｂ）は逐次モードにおける表示を示す。
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【図１９】メモ画像送信処理の詳細を示すフローチャートである。
【図２０】手書き入力処理の詳細を示すフローチャートである。
【図２１】検出された座標位置に図形を表示する手順を例示する図である。
【図２２】入力モード切替処理の詳細を示すフローチャートである。
【図２３】入力モード毎の液晶ディスプレイ６１３の表示を示す図であって、（ａ）は書
込モードにおける表示を示し、（ｂ）は消去モードにおける表示を示す。
【図２４】消去モードにおける操作を例示する図である。
【図２５】本発明の変形例に係る画像データの送信操作を例示する図である。
【図２６】本発明の変形例に係る画像データの送信を取り消す際の操作を例示する図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明に係る会議支援システム及び会議支援プログラムの実施の形態について、
図面を参照しながら説明する。
　［１］　システム構成
　まず、本実施の形態に係る会議支援システムのシステム構成について説明する。
　図１は、本実施の形態に係る会議支援システムの主要な構成を示す図である。図１に示
されるように、会議支援システム１は、多機能周辺装置（MFP: multifunction periphera
l）１００並びにパーソナルコンピュータ（PC: personal computer）１１０～１１３がネ
ットワーク１２０にて接続されてなる。
【００１７】
　ＭＦＰ１００はプリンタ機能やファクシミリ機能、コピー機能、スキャナ機能等の機能
を兼ね備えている。また、ＰＣ１１０～１１３はそれぞれタッチパネル１１０ａ～１１３
ａと、タッチペン１１０ｂ～１１３ｂとを備えており、表示画面にて直接ペン入力を受け
付けることができる。
　［２］　ＭＦＰ１００の構成
　次に、ＭＦＰ１００の構成について説明する。
【００１８】
　図２は、ＭＦＰ１００のハードウェア構成を示す図である。図２に示されるように、Ｍ
ＦＰ１００は、ＣＰＵ（central processing unit）２０１、ＲＯＭ（read only memory
）２０２、ＲＡＭ（random access memory）２０３、ＨＤＤ（hard disk drive）２０４
、ＮＩＣ（network interface card）２０５、入出力インタフェース２０６、操作パネル
２１１、スキャナ２１２、プリントエンジン２１３及びファクシミリ・インタフェース２
１４を備えている。
【００１９】
　なお、ＣＰＵ２０１、ＲＯＭ２０２、ＲＡＭ２０３、ＨＤＤ２０４、ＮＩＣ２０５及び
入出力インタフェース２０６は内部バス２００にて接続されている。また、操作パネル２
１１、スキャナ２１２、プリントエンジン２１３及びファクシミリ・インタフェース２１
４は入出力バス２１０を介して入出力インタフェース２０６に接続されている。
　ＣＰＵ２０１は、電源投入時にＲＯＭ２０２からブートプログラムを読み出して起動し
、ＲＡＭ２０３を作業用メモリ領域として処理を実行する。ＨＤＤ２０４は会議資料等の
データを記録する。ＮＩＣ２０５は、ネットワーク１２０を介してＣＰＵ２０１がＰＣ１
１０～１１３と相互に通信するための処理を実行する。
【００２０】
　入出力インタフェース２０６は、ＣＰＵ２０１が操作パネル２１１、スキャナ２１２、
プリントエンジン２１３及びファクシミリ・インタフェース２１４を制御するためのイン
タフェース装置である。
　操作パネル２１１はハードキー２１１ａ、タッチパネル２１１ｂ及び液晶ディスプレイ
（LCD: liquid crystal display）２１１ｃを備えている。操作パネル２１１は液晶ディ
スプレイ２１１ｃにてユーザに対する情報表示を行なったり、ハードキー２１１ａやタッ
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チパネル２１１ｂにてユーザからの指示入力を受け付けたりする。
【００２１】
　スキャナ２１２はＣＰＵ２０１の制御の下、原稿を読み取って、画像データを生成する
。生成された画像データはＨＤＤ２０４に記録される。プリントエンジン２１３はＨＤＤ
２０４に記録された画像データを用いて、電子写真方式によりカラー画像を形成し、記録
シートに印刷する。ファクシミリ・インタフェース２１４は、ファクシミリ回線を介して
画像データを送受信するためのインタフェース装置である。
【００２２】
　以上のような構成のハードウェアを用いて、ＭＦＰ１００は以下のような機能を実現す
る。図３は、ＭＦＰ１００の主要な機能構成を示すブロック図である。
　図３に示されるように、ＭＦＰ１００は通信制御部３０１、受信画像管理部３０２、画
像配信管理部３０３、レンダリング処理部３０４、レイヤ画像マージ部３０５、入力処理
部３０６、印字指示受付部３０７、表示処理部３０８及び画像形成制御部３０９といった
機能要素を含んでいる。これらの機能は、ＣＰＵ２０１がＨＤＤ２０４からプログラムを
読み出し、実行することによって実現される。
【００２３】
　通信制御部３０１は、ＮＩＣ２０５を制御し、ネットワーク１２０を介してＰＣ１１０
～１１３との間でデータの送受信を行う。通信制御部３０１は、ＴＣＰ／ＩＰ（transmis
sion control protocol / internet protocol）等のプロトコル処理も実行する。
　受信画像管理部３０２は、ネットワーク１２０を介してＰＣ１１０～１１３から受信し
た画像データを管理する。受信画像管理部３０２が管理する画像データは、会議の発表者
から受信した会議資料である元画像データ３１１や会議の参加者から受信した画像データ
であるクライアント画像データ３１２である。
【００２４】
　受信画像管理部３０２が管理する画像データはＲＡＭ２０３に記録され、画像管理テー
ブル３１０を用いて管理される。画像管理テーブル３１０もまたＲＡＭ２０３に記録され
る。
　図４は、画像管理テーブル３１０のデータ構造を示す図である。図４に示されるように
、画像管理テーブル３１０は会議登録テーブル、元画像テーブル及び格納アドレステーブ
ルの３種類のテーブルからなっている。会議登録テーブルには、登録されている会議の数
と、個々の会議の識別子であって会議登録数分の会議識別子と、が記録されている。
【００２５】
　元画像テーブルは、会議識別子ごとに設けられたテーブルであって、対応する会議識別
子と、関連する元画像の数と、元画像数分の元画像識別子と、が記録されている。
　また、格納アドレステーブルは、元画像識別子ごとに設けられたテーブルであって、対
応する元画像識別子と、元画像データ３１１の格納アドレスと、元画像データ３１１のサ
イズが記録されている。なお、格納アドレスはＲＡＭ２０３における記録位置を示すもの
である。
【００２６】
　格納アドレステーブルには、更に、当該会議のクライアント数と、クライアント数分の
ＩＰアドレス、画像データ格納アドレス及び画像データサイズも記録されている。この画
像データ格納アドレスは、クライアント画像データ３１２が格納されているアドレスであ
り、画像データサイズはクライアント画像データ３１２のデータ長である。
　さて、レンダリング処理部３０４は、受信画像管理部３０２がＰＣ１１０～１１３から
ベクタ情報として受信した画像データをビットマップ情報に変換し、クライアント画像デ
ータ３１２としてＲＡＭ２０３に格納する。画像データをベクタ情報として送受信すれば
、通信データ量を低減することができる。
【００２７】
　画像配信管理部３０３は、ＲＡＭ２０３に記録されている元画像データ３１１やクライ
アント画像データ３１２をマージした（重ね合わせた）画像データをＰＣ１１０～１１３
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のそれぞれに配信する。この際、画像配信管理部３０３は、画像データの配信先を指定し
て、レイヤ画像マージ部３０５に画像データを生成するように要求する。
　元画像データ３１１やＰＣ１１０～１１３それぞれからのクライアント画像データ３１
２はそれぞれ１つのレイヤとして管理される。レイヤ画像マージ部３０５は、画像配信管
理部３０３から要求に応じて、ＲＡＭ２０３から元画像データ３１１やクライアント画像
データ３１２を読み出し、これらをマージして（重ね合わせて）１つのレイヤからなる画
像データを生成する。
【００２８】
　この場合において、画像配信管理部３０３が指定した配信先からのクライアント画像デ
ータ３１２はマージの対象から除外される。また、レイヤ画像マージ部３０５は、画像形
成制御部３０９からの要求によっても元画像データ３１１とクライアント画像データ３１
２とをマージして、画像データ（以下、「マージ画像」という。）を生成する。
　図５は、レイヤ画像マージ部３０５が元画像データ３１１とクライアント画像データ３
１２とから生成するマージ画像を例示する図である。図５に示されるように、レイヤ画像
マージ部３０５は、画像配信管理部３０３からマージ画像の生成を要求されると、指定さ
れた配信先のクライアント画像データ３１２を除く、クライアント画像データ３１２と元
画像データ３１１とからマージ画像を生成する。
【００２９】
　また、画像形成制御部３０９からマージ画像の生成を要求されると、元画像データ３１
１と全てのクライアント画像データ３１２とからマージ画像５０１が生成される。生成さ
れたマージ画像は、画像配信管理部３０３によって指定された配信先に配信されたり、画
像形成制御部３０９によって印刷されたりする。
　入力処理部３０６は、Ｈ／Ｗキー２１１ａやタッチパネル２１１ｂによるユーザ入力を
受け付ける。入力処理部３０６にて受け付けたユーザ入力が印刷指示ならば、印刷指示受
付部３０７は画像形成制御部３０９に指示された画像の印刷を要求する。
【００３０】
　画像形成制御部３０９は、レイヤ画像マージ部３０５に要求して画像データを生成させ
、当該画像データをプリントエンジン２１３に印刷させる。表示処理部３０８は、画像形
成制御部３０９がプリントエンジン２１３に印刷処理を実行させている間、液晶ディスプ
レイ２１１ｃにその旨を表示させる。
　［３］　ＰＣ１１０～１１３の構成
　次に、ＰＣ１１０～１１３の構成について説明する。ＰＣ１１０～１１３は何れも同様
の構成を備えているので、ここでは、ＰＣ１１０の構成についてのみ説明し、以ってＰＣ
１１１～１１３の説明に代える。
【００３１】
　図６は、ＰＣ１１０のハードウェア構成を示す図である。図６に示されるように、ＰＣ
１１０は、ＣＰＵ６０１、ＲＯＭ６０２、ＲＡＭ６０３、ＨＤＤ６０４、ＮＩＣ６０５、
入出力インタフェース６０６、キーボード６１１、タッチパネル６１２及び液晶ディスプ
レイ６１３を備えている。
　なお、ＣＰＵ６０１、ＲＯＭ６０２、ＲＡＭ６０３、ＨＤＤ６０４、ＮＩＣ６０５及び
入出力インタフェース６０６は内部バス６００にて接続されている。また、キーボード６
１１、タッチパネル６１２及び液晶ディスプレイ６１３は入出力バス６１０を介して入出
力インタフェース６０６に接続されている。
【００３２】
　ＣＰＵ６０１は、電源投入時にＲＯＭ６０２からブートプログラムを読み出して起動し
、ＲＡＭ６０３を作業用メモリ領域として処理を実行する。ＨＤＤ６０４は元画像データ
を記録する。ＮＩＣ６０５は、ネットワーク１２０を介してＣＰＵ６０１がＭＦＰ１００
や他のＰＣと相互に通信するための処理を実行する。
　入出力インタフェース６０６は、ＣＰＵ６０１がキーボード６１１、タッチパネル６１
２及び液晶ディスプレイ６１３とデータの受け渡しをするためのインタフェース装置であ
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る。入出力インタフェース６０６は液晶ディスプレイ６１３にてユーザに対する情報表示
を行なったり、キーボード６１１やタッチパネル６１２にてユーザからの指示入力を受け
付けたりする。
【００３３】
　以上のような構成のハードウェアを用いて、ＰＣ１１０は以下のような機能を実現する
。図７は、ＰＣ１１０の主要な機能構成を示すブロック図である。
　図７に示されるように、ＰＣ１１０は通信制御部７０１、受信画像管理部７０２、画像
配信管理部７０３、入力処理部７０４、座標取得部７０５、手書き描画部７０６、表示処
理部７０７、レイヤ画像マージ部７０８及びレンダリング処理部７０９といった機能要素
を含んでいる。これらの機能は、ＣＰＵ６０１がＨＤＤ６０４からプログラムを読み出し
、実行することによって実現される。
【００３４】
　通信制御部７０１は、ＮＩＣ６０５を制御したり、ＴＣＰ／ＩＰ等のプロトコル処理も
行ったりすることによって、ＭＦＰ１００や他のＰＣとの間で、ネットワーク１２０を介
したデータの送受信を行う。
　受信画像管理部７０２は、ネットワーク１２０を介してＭＦＰ１００から受信したマー
ジ画像データ７１０を管理する。また、ＰＣ１１０のユーザが会議の参加者であって、発
表者ではない場合には、ＭＦＰ１００から受信した元画像データ７１１も管理する。これ
らの画像データは、ＲＡＭ６０３に記録される。
【００３５】
　座標取得部７０５は、タッチペン１１０ａがタッチパネル６１２に触れた位置の座標値
を取得して、入力処理部７０４に通知する。入力処理部７０４は座標取得部７０５から通
知された座標値や、キーボード６１１による入力値に応じて、手書き描画部７０６や画像
配信管理部７０３に入画像の記録や画像の配信を要求する。
　手書き描画部７０６は、ＰＣ１１０のユーザがタッチペン１１０ａにタッチパネル６１
２に入力したメモ画像を、座標値と座標値とを結ぶベクタ情報としてＲＡＭ６０３に記録
する。
【００３６】
　レンダリング処理部７０９は、レイヤ画像マージ部からの要求に応じて、ベクタ情報で
あるメモ画像データ７１２をビットマップ情報に変換し、レイヤ画像マージ部へ出力する
。
　レイヤ画像マージ部７０８は、ＲＡＭ６０３に記録されているマージ画像データ７１０
と元画像データ７１１とを読み出す。また、レイヤ画像マージ部７０８はレンダリング処
理部７０９に要求して、ビットマップ情報化されたメモ画像データ７１２を出力させる。
【００３７】
　そして、レイヤ画像マージ部７０８は、マージ画像データ７１０、元画像データ７１１
及び、ビットマップ情報化されたメモ画像データ７１２をマージして得られた画像データ
を、表示処理部７０７へ出力する。表示処理部７０７は入力された画像データを液晶ディ
スプレイ６１３にて表示する。
　［４］　ＭＦＰ１００の動作
　次に、ＭＦＰ１００の動作について説明する。
【００３８】
　図８は、ＭＦＰ１００の動作を示すフローチャートである。図８に示されるように、Ｍ
ＦＰ１００は、先ず、ＰＣ１１０～１１３の何れかから画像データを受信したか否かを確
認して、画像データを受信していたら（Ｓ８０１：ＹＥＳ）、当該画像データをＲＡＭ２
０３に記録するために、画像データ記録処理を実行する（Ｓ８０２）。
　画像データ記録処理の実行を完了したら、新たな画像データによってＰＣ１１０～１１
３の液晶ディスプレイ表示を更新するために、画像データ配信処理を実行する（Ｓ８０３
）。また、ＰＣ１１０～１１３の何れからも画像データを受信していない場合には（Ｓ８
０１：ＮＯ）、会議の議事録として画像データを印刷する画像データ印刷処理を実行する
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（Ｓ８０５）。
【００３９】
　ステップＳ８０３、Ｓ８０５の処理を完了したら、ステップＳ８０１へ進み、上記の処
理を繰り返す。
　（１）　画像データ記録処理（Ｓ８０２）
　図９は、画像データ記録処理の詳細を示すフローチャートである。図９に示されるよう
に、画像データ記録処理においては、先ず、受信した画像データが元画像データであるか
否かが確認される。
【００４０】
　図１０は、ＭＦＰ１００とＰＣ１１０～１１３の間で画像データを送受信する際のデー
タ構造を示す図である。本実施の形態においては、会議識別子フィールト１００１、元画
像識別子フィールド１００２、画像データ数フィールド１００３及び画像データフィール
ド１００４が設けられる。また、画像データ格納フィールド１００４には、画像データ数
フィールド１００３にて示される数の画像データが格納される（図１０では、ｎ個）。
【００４１】
　画像データ＃１～＃ｎはそれぞれ種別フィールド１０１１、サイズフィールド１０１２
及び画像データフィールド１０１３からなっている。種別フィールド１０１１は、画像デ
ータフィールドに格納された画像データが元画像データ、マージ画像データ及びメモ画像
データの何れの種別に属するかを示す値が格納される。
　サイズフィールド１０１２は、画像データフィールド１０１３に格納された画像データ
のサイズをバイト単位で示す値が格納される。画像データフィールド１０１３には、画像
データそのものが格納される。
【００４２】
　画像データは、ＴＣＰ／ＩＰ手順を用いて送受信される。すなわち、図１０に示される
ような構造を有するデータにＴＣＰヘッダが添付され、そのサイズに応じて複数に分割さ
れた後、それぞれＩＰヘッダを添付されたＩＰパケットとして送受信される。画像データ
を受信したＭＦＰ１００やＰＣ１１０～１１３は画像データに添付されたＩＰヘッダを参
照して送信元のＩＰアドレスを取得することができる。
【００４３】
　さて、受信画像管理部３０２は、受信した画像データの種別フィールドの値を参照し、
その値がメモ画像データを示している場合には（Ｓ９０１：ＹＥＳ）、レンダリング処理
部３０４に当該画像データ（メモ画像データ）をベクタ情報からビットマップ情報へ変換
させる（Ｓ９０２）。
　受信した画像データの種別がメモ画像データでない場合（Ｓ９０１：ＮＯ）、並びに、
ステップＳ９０２の処理の後、画像データがＲＡＭ２０３に記録され（Ｓ９０３）、画像
管理テーブル３１０が更新される（Ｓ９０４）。この場合において、上述の会議識別子フ
ィールド１００１や元画像識別子フィールド１００２の値、更に、送信元のＩＰアドレス
が画像管理テーブル３１０の該当欄に記録される。
【００４４】
　以上の処理を完了したら上位ルーチンに復帰する。
　（２）　画像データ配信処理（Ｓ８０３）
　次に、画像データ配信処理について説明する。
　図１１は、画像データ配信処理の詳細を示すフローチャートである。画像データ記録処
理（Ｓ８０２）が完了すると、ＰＣ１１０～１１３の液晶ディスプレイ表示を更新するた
めに、画像配信管理部３０３にて元画像データ３１１とマージ画像データとが配信される
。
【００４５】
　図１１に示されるように、画像データ記録処理においては、配信先、すなわち。ＰＣ１
１０～１１３のそれぞれについてステップＳ１１０２からステップＳ１１０７までの処理
が実行される。
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　先ず、マージ画像を生成するために、クライアント画像データ３１２毎にステップＳ１
１０３からステップＳ１１０４までの処理が実行される。すなわち、画像管理テーブル３
１０の格納アドレステーブルを参照して、ＩＰアドレスフィールドの値が配信先のＩＰア
ドレスに一致しない場合には（Ｓ１１０３：ＮＯ）、当該ＩＰアドレスに対応する画像デ
ータ格納アドレスに格納された画像データをマージ画像にマージする（Ｓ１１０４）。
【００４６】
　ＩＰアドレスフィールドの値が配信先のＩＰアドレスに一致する場合は（Ｓ１１０３：
ＹＥＳ）、画像データをマージしない。このようにして、配信先から受信した画像データ
以外の画像データをマージしたマージ画像が生成されたら、当該マージ画像データを当該
配信先へ送信するとともに（Ｓ１１０６）、元画像データ３１１を当該配信先へ送信する
（Ｓ１１０７）。
【００４７】
　この送信の場合においても、図１０のデータ構造が採用され、会議識別子フィールド並
びに元画像識別子フィールドには、受信画像管理部３０２にて受信した会議識別子フィー
ルド並びに元画像識別子フィールドの値がそれぞれ格納される。また、画像データ数フィ
ールドには値２が格納され、画像データフィールドには元画像データとマージ画像データ
とが格納される。
【００４８】
　すべての配信先について上述の処理を完了したら、上位ルーチンに復帰する。
　（３）　画像データ印刷処理（Ｓ８０５）
　次に、画像データ印刷処理について説明する。
　図１２は、画像データ印刷処理の詳細を示すフローチャートである。図１２に示される
ように、先ず、レイヤ画像マージ部３０５にて、すべてのクライアント画像データ３１２
をマージしたマージ画像データを作成する（Ｓ１２０１）。当該マージ画像データに、更
に、レイヤ画像マージ部３０５にて元画像データ３１１をマージする（Ｓ１２０２）。こ
うして得られたマージ画像を会議の議事録として、画像形成制御部３０９にてプリントエ
ンジン２１３を制御することによって、印刷する（Ｓ１２０３）。
【００４９】
　［５］　ＰＣ１１０の動作
　次に、ＰＣ１１０の動作について説明する。ＰＣ１１１～１１３も同様に動作するので
、ＰＣ１１０の動作の説明を以ってＰＣ１１１～１１３の動作の説明に代える。
　図１３は、ＰＣ１１０の主要な動作を示すフローチャートである。図１３に示されるよ
うに、ＰＣ１１０は、通信制御部７０１にて画像データを受信すると（Ｓ１３０１：ＹＥ
Ｓ）、画像データ受信処理を実行する（Ｓ１３０２）。また、通信制御部７０１にて画像
データを受信していない場合（Ｓ１３０１：ＮＯ）、タッチペン１１０ａによるタッチパ
ネル６１２に対するタッチ入力を検出したら（Ｓ１３０３：ＹＥＳ）、タッチ入力処理を
実行する（Ｓ１３０４）。
【００５０】
　ステップＳ１３０２、Ｓ１３０４の処理を完了した後、及びタッチ入力も検出しなかっ
た場合には（Ｓ１３０３：ＮＯ）、ステップＳ１３０１へ進んで上記の処理を繰り返す。
　（１）　画像データ受信処理（Ｓ１３０２）
　次に、画像データ受信処理について説明する。
　図１４は、画像データ受信処理の詳細を示すフローチャートである。図１４に示される
ように、先ず、受信画像管理部７０２は通信制御部７０１から画像データを受け取ると、
当該画像データの種別フィールドを参照する（Ｓ１４０１）。そして、種別フィールドの
値が元画像データを指していたら（Ｓ１４０２：ＹＥＳ）、ＲＡＭ６０３に元画像データ
７１１として記録する（Ｓ１４０３）。
【００５１】
　また、種別フィールドの値がマージ画像を指していたら（Ｓ１４０２：ＮＯ）、ＲＡＭ
６０３にマージ画像データ７１０として記録する（Ｓ１４０６）。その後、レイヤ画像マ
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ージ部７０８が、ＲＡＭ６０３に記録されているマージ画像データ７１０、元画像データ
７１１及びメモ画像データ７１２をマージする（Ｓ１４０４）。
　これによって得られたデータを液晶ディスプレイ６１３に表示することによって、表示
処理部７０７はディスプレイ表示を更新する（Ｓ１４０５）。その後、上位ルーチンに復
帰する。
【００５２】
　（２）　タッチ入力処理（Ｓ１３０４）
　次に、タッチ入力処理について説明する。
　図１５は、タッチ入力処理の詳細を示すフローチャートである。図１５に示されるよう
に、先ず、タッチペン１１０ａがタッチパネル６１２に触れると、ＣＰＵ６０１に割込み
信号が入力される。この割込み信号の入力を契機として、座標取得部７０５がタッチパネ
ル６１２からタッチペン１１０ａが触れた位置の座標データを取得する（Ｓ１５０１）。
【００５３】
　図１６は、ＰＣ１１０の液晶ディスプレイ６１３の表示画面を示す図である。図１６に
示されるように、液晶ディスプレイ６１３には、手書き領域１６０１が示されると共に、
元画像送信キー１６０２、メモ画像送信キー１６０３、入力モード切替キー１６０４及び
送信モード切替キー１６０５が表示される。元画像送信キー１６０２、メモ画像送信キー
１６０３、入力モード切替キー１６０４及び送信モード切替キー１６０５は何れもいわゆ
るソフトキーである。
【００５４】
　さて、座標取得部７０５にて取得した座標値が送信モード切替キー１６０５の表示領域
内にある場合には（Ｓ１５０２：ＹＥＳ）、送信モード切替キー１６０５が押下されたと
判断して、送信モード切替処理を実行する（Ｓ１５０３）。
　座標値が元画像送信キー１６０２の表示領域内にある場合は（Ｓ１５０４：ＹＥＳ）、
元画像送信キー１６０２が押下されたと判断して、元画像データ７１１をＭＦＰ１００へ
送信する（Ｓ１５０５）。
【００５５】
　座標値がメモ画像送信キー１６０３の表示領域内にある場合には（Ｓ１５０６：ＹＥＳ
）、メモ画像送信キー１６０３が押下されたと判断して、メモ画像送信処理を実行する（
Ｓ１５０７）。
　座標値が手書き領域１６０１内にある場合は（Ｓ１５０８：ＹＥＳ）、手書き入力され
た図形等を記録するために手書き入力処理を実行する（Ｓ１５０９）。
【００５６】
　座標値が入力モード切替キー１６０４内にある場合は（Ｓ１５１０：ＹＥＳ）、入力モ
ード切替処理を実行する（Ｓ１５０１１）。
　ステップＳ１５０３、Ｓ１５０５、Ｓ１５０７、Ｓ１５０９及びＳ１５１１の処理の後
、及び、ステップＳ１５１０で判定が否定的である場合には、上位ルーチンに復帰する。
　（３）　送信モード切替処理（Ｓ１５０３）
　次に、送信モード切替処理について説明する。ＰＣ１１０のユーザは、メモ画像を送信
する方法として、一括モードと逐次モードの何れかの送信モードを選択することができる
。
【００５７】
　一括モードにおいては、タッチパネル６１２にて入力された画像は一旦、ＲＡＭ６０３
に蓄積されてから、ユーザの指示によって一括してＭＦＰ１００へ送信される。また、逐
次モードにおいては、タッチパネル６１２にて入力されたがぞは逐次、ＭＦＰ１００へ送
信される。
　図１７は、送信モード切替処理の詳細を示すフローチャートである。図１７に示される
ように、入力処理部７０４は現在の送信モードを参照して、逐次モードならば（Ｓ１７０
１：ＹＥＳ）、一括モードに遷移する（Ｓ１７０２）。また、逐次モードでなければ（Ｓ
１７０１：ＮＯ）、逐次モードに遷移する（Ｓ１７０３）。



(12) JP 5487695 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

【００５８】
　その後、新たな送信モードに合わせて液晶ディスプレイ６１３の表示を更新して、上位
ルーチンに復帰する。図１８は、送信モード毎の液晶ディスプレイ６１３の表示を示す図
であって、（ａ）は一括モードにおける表示を示し、（ｂ）は逐次モードにおける表示を
示す。
　図１８（ａ）に示されるように、一括モードにおいては、送信モード切替キー１６０５
上に「一括」の文字が表示され、一括モードである旨が示される。また、メモ画像を一括
送信する時期をユーザに指示させるために、メモ画像送信キー１６０３が有効化される。
【００５９】
　また、逐次モードにおいては、図１８（ｂ）に示されるように、送信モード切替キー１
６０５上に「逐次」の文字が表示され、逐次モードである旨が示される。また、メモ画像
は逐次送信されるので、メモ画像送信キー１６０３の表示がハーフトーンに切り替えられ
て、メモ画像送信キー１６０３が無効化されている旨が表示される。
　（４）　メモ画像送信処理（Ｓ１５０７）
　次に、メモ画像送信処理について説明する。
【００６０】
　図１９は、メモ画像送信処理の詳細を示すフローチャートである。図１９に示されるよ
うに、メモ画像送信処理においては、先ず、現在の送信モードが一括モードであるか否か
が確認される。そして、送信モードが一括モードならば（Ｓ１９０１：ＹＥＳ）、メモ画
像データ７１２がＭＦＰ１００へ送信される（Ｓ１９０２）。
　（５）　手書き入力処理（Ｓ１５０９）
　次に、手書き入力処理について説明する。
【００６１】
　図２０は、手書き入力処理の詳細を示すフローチャートである。図２０に示されるよう
に、手書き入力処理においては、先ず、手書き描画部７０６が、タッチペン１１０ａにて
タッチパネル６１２に触れた位置に液晶ディスプレイ６１３にて、所定の図形を表示する
。
　図２１は、検出された座標位置に図形を表示する手順を例示する図である。先ず、タッ
チパネル６１２のタッチペン１１０ａが触れた位置（タッチ位置）２１０２が検出される
と（図２１（ａ））、当該タッチ位置を中心とする円（図形２１０３）を破線にて描画す
る（図２１（ｂ））。そして、当該図形２１０３を灰色に塗りつぶした後（図２１（ｃ）
）、直前に描画した図形２１０１と図形２１０３とをこれらの直径に等しい太さの灰色の
直線で接続する。
【００６２】
　このように、破線にて境界を区画し灰色に塗りつぶすことによって、メモ画像中の未送
信の部分が表示される。
　今回描画した図形と、直前に描画した図形とを接続するか否かは、例えば、これらの図
形に係るタッチ位置を検出した時間間隔が所定時間（例えば、１秒）を下回るか否かによ
って判定すればよい。すなわち、検出時間間隔が１秒未満ならば接続し、さもなければ、
接続しないものとしても良い。
【００６３】
　上述のようにして図形を描画したら、ベクタ情報が生成される（Ｓ２００２）。図２１
に示される例においては、図形２１０１、２１０３に係るタッチ位置の座標値と、これら
の接続関係がベクタ情報とされる。また、他の図形と接続されない孤立図形の場合には、
座標位置のみがベクタ情報とされる。そして、生成されたベクタ情報がメモ画像データ７
１２に追加されることによって、メモ画像データ７１２が更新される（Ｓ２００３）。
【００６４】
　最後に、送信モードが逐次モードである場合には（Ｓ２００４：ＹＥＳ）、画像配信管
理部７０３はメモ画像データ７１２をＲＡＭ６０３から読み出して、ＭＦＰ１００に送信
する。これと同時に、未送信表示されたメモ画像の境界を区画する破線が実線に変更され
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、灰色に塗りつぶされた部分が黒色に変更される。これによって、メモ画像の当該部分が
送信済みである旨が表示される（図２１（ｅ））。
【００６５】
　メモ画像データ７１２は、ＭＦＰ１００に配信されることによって、他のＰＣの液晶デ
ィスプレイにも表示されるようになる。
　（６）　入力モード切替処理（Ｓ１５１１）
　次に、入力モード切替処理について説明する。ＰＣ１１０のユーザは、メモ画像を書き
込む方法として、書込モードと消去モードの何れかの入力モードを選択することができる
。
【００６６】
　図２２は、入力モード切替処理の詳細を示すフローチャートである。図２２に示される
ように、入力処理部７０４は現在の入力モードを参照して、書込モードならば（Ｓ２２０
１：ＹＥＳ）、消去モードに遷移する（Ｓ２２０２）。また、書込モードでなければ（Ｓ
２２０１：ＮＯ）、書込モードに遷移する（Ｓ２２０３）。
　その後、新たな送信モードに合わせて液晶ディスプレイ６１３の表示を更新して、上位
ルーチンに復帰する。図２３は、入力モード毎の液晶ディスプレイ６１３の表示を示す図
であって、（ａ）は書込モードにおける表示を示し、（ｂ）は消去モードにおける表示を
示す。
【００６７】
　図２３（ａ）に示されるように、書込モードにおいては、入力モード切替キー１６０４
上に「書込」の文字が表示され、書込モードである旨が示される。また、消去モードにお
いては、図２３（ｂ）に示されるように、入力モード切替キー１６０４上に「消去」の文
字が表示され、消去モードである旨が示される。
　図２４は、消去モードにおける操作を例示する図である。図２４に示されるように、入
力モードが消去モードである場合に、タッチペン１１０ａが触れた点が何れかの図形上に
ある場合、例えば、図形２４０２上の点にタッチペン１１０ａが触れた場合には（図２４
（ａ））、図形２４０２と図形２４０２に接続された図形２０４１並びにこれらの図形を
接続する直線の表示が変更される。
【００６８】
　例えば、接続された図形領域（図２４０１、２４０２及びこれらを接続する直線部分）
の境界が破線で表示され、内部が灰色で表示される（図２４（ｂ））。この状態から、所
定時間（例えば、１秒）以内に、当該図形領域の外部の点にタッチペン１１０ａが触れる
ことなく、タッチペン１１０ａの接触が検出されなくなった場合には、当該図形領域を構
成する図形のベクタ情報がメモ画像データ７１２から削除される。
【００６９】
　そして、削除後のメモ画像データ７１２に基づいて、液晶ディスプレイ６１３の表示が
更新される（図２４（ｃ））。この場合において、図形２４０１、２４０２に接続しない
図形、例えば、図形２４０３は削除されずに表示され続ける。また、削除後のメモ画像デ
ータ７１２は上述のように、送信モードに応じて逐次的に、または一括して他のＰＣへ送
信される。
【００７０】
　このようにして、一旦、記入したメモが消去される。
　［６］　変形例
　以上、本発明を実施の形態に基づいて説明してきたが、本発明が上述の実施の形態に限
定されないのは勿論であり、以下のような変形例を実施することができる。
　（１）　上記実施の形態においては特に言及しなかったが、ネットワーク１２０は構内
網（LAN: local area netwoek）であっても良いし、広域網（WAN: wide area network）
であっても良い。
【００７１】
　（２）　上記実施の形態においては、専ら端末としてＰＣを用いる場合について説明し
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たが、本発明がこれに限定されないのは言うまでもなく、電子ペーパ等、パーソナルコン
ピュータ以外の端末でも良い。また、入力手段はタッチペンに限らず、キーボードやマウ
ス等、タッチペン以外の手段でも良い。
　（３）　上記実施の形態においては、ＰＣ１１０～１１３からのメモ画像データを一旦
、ＭＦＰ１００に集めてから、各ＰＣへ配信する場合について説明したが、本発明がこれ
に限定されないのは言うまでもなく、これに代えて以下のようにしても良い。
【００７２】
　すなわち、メモ画像データをＭＦＰ１００に送信するのに代えて、ＰＣ１１０～１１３
が互いに直接、メモ画像データを送り合うとしても良い。この場合には、ＰＣ１１０～１
１３がそれぞれメモ画像データ（クライアント画像データ）をマージして液晶ディスプレ
イに表示する必要がある。このマージに要する処理は、上記実施の形態においては、ＭＦ
Ｐ１００について説明した通りである。
【００７３】
　（４）　上記実施の形態においては、未送信の図形を灰色で表示し、送信済みの図形を
黒色で表示する場合について説明したが、本発明がこれに限定されないのは言うまでもな
く、これに代えて、他の色を用いても良い。
　例えば、未送信の図形を赤色で表示し、送信済みの図形を青色で表示するなど、カラー
表示を用いても良い。更に、ユーザにカラーでメモ画像の入力を行わせる場合には、未送
信の図形は薄い色調で表示し、送信済みの図形は濃い色調で表示しても良い。図形を表示
する色の如何に関わりなく、送信の有無を区別することができれば、どのような色を用い
ても良い。
【００７４】
　（５）　上記実施の形態においては、画像データをベクタ情報のままで送信する場合に
ついて説明したが、本発明がこれに限定されないのは言うまでもなく、画像データを圧縮
して送信しても良い。ＰＣ１１０～１１３のユーザが何れも頻繁にメモを記入する場合に
は、頻繁にメモ画像データが送信され、ネットワーク１２０の輻輳が発生するおそれがあ
る。
【００７５】
　これに対して、画像データを圧縮して送信すれば、ネットワーク１２０の負荷を低減し
て輻輳の発生を抑制することができる。
　（６）　上記実施の形態においては、元画像データをＰＣ１１０～１１３からＭＦＰ１
００へ送信することによって他のＰＣへ配信する場合について説明したが、本発明がこれ
に限定されないのは言うまでもなく、これに代えて次のようにしても良い。
【００７６】
　すなわち、ＭＦＰ１００が備えるスキャナ２１２にて会議資料を読み取って画像データ
を生成し、当該画像データを元画像データ３１１としても良い。このようにしても、本発
明の効果は同じである。
　（７）　上記実施の形態においては、何れのＰＣもメモ画像データすべてを送信する場
合について説明したが、本発明がこれに限定されないのは言うまでもなく、これに代えて
以下のようにしても良い。
【００７７】
　すなわち、入力した図形（メモ）のうち、指定された図形に係る画像データのみを送信
しても良い。図２５は、本変形例に係る画像データの送信操作を例示する図である。図２
５に示されるように、未送信の図形２５０１、２５０２はその輪郭が実線で表示され、内
部が灰色で表示されている（図２５（ａ））。
　この状態において、図形２５０１外の点２５０３から別の点２５０４へタッチペン１１
０ａをドラッグすると、破線にて区画される矩形領域２５０５が表示される（図２５（ｂ
））。この図形２５０１を囲む矩形領域２５０５が表示されている状態でタッチペン１１
０ａをタッチパネル６１２から離すと、図形２５０１の境界の表示が実線から破線に変更
される（図２５（ｃ））。
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【００７８】
　この表示状態において、液晶ディスプレイ６１３に表示されている「送信状態を変更す
るキー」（図示省略）をタッチペン１１０ａにて触れると、図形２５０１に係るベクタ情
報と他の送信済みの図形に係るベクタ情報とがＭＦＰ１００へ送信される。そして、図形
２５０１の境界が実線で表示され、内部が黒色で表示されることによって、図形２５０１
が送信済みである旨が表示される（図２５（ｄ））。
【００７９】
　図２６は、画像データの送信を取り消す際の操作を例示する図である。図２６（ａ）に
は、送信済みの図形２６０１、２６０２が表示されている。これに対して、上述と同様の
操作によって、破線にて区画される矩形領域を表示させ（図２６（ｂ））、図形２６０１
を選択状態にする（図２６（ｃ））。すなわち、図形２６０１の境界を破線にて表示させ
、内部を灰色で表示させる。
【００８０】
　この表示状態において、上記の「送信状態を変更するキー」をタッチペン１１０ａにて
触れると、図形２５０１に係るベクタ情報を除く送信済みの図形に係るベクタ情報がＭＦ
Ｐ１００を介して他のＰＣへ配信される。これによって、他のＰＣでは、図形２６０１が
表示されなくなる。
　また、ＰＣ１１０においては、図形２６０１の境界が実線で表示され、内部が灰色で表
示されることによって、図形２６０１の送信が取り消され、他のＰＣでは表示されなくな
った旨が示される。
【００８１】
　なお、選択状態をより分かり易く表示するために、上述の表示方法に代えて、例えば、
選択状態にある図形を点滅表示しても良い。
　（８）　上記実施の形態においては、ＭＦＰ１００を用いてＰＣ１１０～１１３に画像
データを配信する場合について説明したが、本発明がこれに限定されないのは言うまでも
なく、ＭＦＰ以外の装置を用いて画像データを配信しても良い。通信機能を備えたコンピ
ュータであれば、ＭＦＰでなくても上記の処理を実行させることができる。
【００８２】
　また、ＭＦＰ１００から画像データの配信を受けるＰＣの台数が４台に限定されないの
は言うまでもなく、３台以下、或いは５台以上であっても本発明の効果に変わりはない。
これはＰＣ以外の端末装置を用いる場合であっても同じである。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明に係る端末装置、中継装置、会議支援システム及びプログラムは、会議の出席者
の間で会議資料に対するメモを交換する技術として有用である。
【符号の説明】
【００８４】
１…………………会議支援システム
１００……………多機能周辺装置
１１０～１１３…パーソナルコンピュータ
１２０……………ネットワーク
３０１、７０１…通信制御部
３０２、７０２…受信画像管理部
３０３、７０３…画像配信管理部
３０４、７０９…レンダリング処理部
３０５、７０８…レイヤ画像マージ部
３０６、７０４…入力処理部
３０７……………印字指示受付部
３０８……………表示処理部
３０９……………画像形成制御部
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３１０……………画像管理テーブル
７０５……………座標取得部
７０６……………手書き描画部
７０７……………表示処理部
１６０１…………手書き領域
１６０２…………元画像送信キー
１６０３…………メモ画像送信キー
１６０４…………入力モード切替キー
１６０５…………送信モード切替キー
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